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     開 会  午前９時３０分 

ｏ加藤委員長 ただいまの出席委員は全員であります。 

   これより総務福祉常任委員会を開会いたします。 

   本日の日程については、本定例会で付託を受けました議案第１号、議案第４号、議案第５号、

議案第６号、議案第７号、議案第１１号、議案第１３号、議案第１４号及び議案第１５号の審査

であります。 

   これらの議案については、既に本会議で提案説明を受けておりますから、本委員会での説明は

省略いたしたいと思いますので、御了承願います。 

   初めに、議案第７号 令和５年度日高市介護保険特別会計予算を議題といたします。 

   説明員の出席を求めます。 

     （説明員出席）     （健康推進部長） 

ｏ加藤委員長 暫時休憩いたします。 

     休 憩  午前９時３０分 

     再 開  午前９時３０分 

ｏ加藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   これより質疑に入ります。議案第７号について質疑を願います。 

   稲浦委員。 

ｏ稲浦委員 介護保険の特別会計予算のところの７ページ、対前年度比２億５，６１０万７，０００

円、比率にして５．７８％アップしているのですが、この理由とか要因は何でしょうか。 

ｏ加藤委員長 須田長寿いきがい課長。 

ｏ須田長寿いきがい課長 介護保険特別会計の予算額につきましては、令和３年度から５年度を計画

期間とする第８期介護保険事業計画に基づいたものとなっております。令和５年度予算において

は、高齢者数は横ばいとなっているものの、７５歳を超える人数と要介護認定を受ける人の数が

増加傾向にあることから、特に介護サービスに係る給付費の増加を見込んでいるためでございま

す。 

ｏ加藤委員長 ほかに質疑はございませんか。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 質疑を終わります。 

   これをもって質疑を終結いたします。 

   説明員の退席を求めます。 

     （説明員退席） 

ｏ加藤委員長 これより討論に入ります。 

   議案第７号に対し、反対の方願います。 
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     （な し） 

ｏ加藤委員長 討論なしと認めます。 

   よって、討論を終結いたします。 

   これより議案第７号 令和５年度日高市介護保険特別会計予算を採決いたします。 

   本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

     （異議なし） 

ｏ加藤委員長 御異議なしと認めます。 

   よって、本案は原案のとおり可決されました。 

   次に、議案第５号 令和５年度日高市国民健康保険特別会計予算、議案第６号 令和５年度日

高市後期高齢者医療特別会計予算、議案第１４号 日高市国民健康保険条例の一部を改正する条

例、議案第１５号 日高市国民健康保険税条例の一部を改正する条例を一括議題といたします。 

   説明員の出席を求めます。 

     （説明員出席）     （健康推進部長） 

ｏ加藤委員長 暫時休憩いたします。 

     休 憩  午前９時３３分 

     再 開  午前９時３４分 

ｏ加藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   これより質疑に入ります。 

   まず、議案第５号について質疑を願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 質疑なしと認めます。 

   次に、議案第６号について質疑を願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 質疑なしと認めます。 

   次に、議案第１４号について質疑を願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 質疑なしと認めます。 

   次に、議案第１５号について質疑を願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 質疑なしと認めます。 

   よって、質疑を終結いたします。 

   説明員の退席を求めます。 

     （説明員退席） 



- 6 - 

ｏ加藤委員長 これより討論に入ります。 

   議案第５号に対し、反対の方願います。 

   田中委員。 

ｏ田中委員 議案第５号 令和５年度日高市国民健康保険特別会計予算に反対の立場で討論いたしま

す。 

   この予算には本委員会に付託されております議案第１５号 日高市国民健康保険税条例の一部

を改正する条例で提案されております課税限度額の引上げ分の収入が計上されております。私

は、この条例案には反対の立場です。 

よって、本議案にも反対をいたします。条例案への反対討論は後ほどいたします。 

ｏ加藤委員長 次に、賛成の方願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 これをもって討論を終結いたします。 

   これより議案第５号 令和５年度日高市国民健康保険特別会計予算を起立により採決いたしま

す。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

   （起立多数）  （起立６名、不起立１名） 

ｏ加藤委員長 起立多数であります。 

   よって、本案は原案のとおり可決されました。 

   これより討論に入ります。 

   議案第６号に対し反対の方願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 討論なしと認めます。 

   よって、討論を終結いたします。 

   これより議案第６号 令和５年度日高市後期高齢者医療特別会計予算を採決いたします。 

   本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

     （異議なし） 

ｏ加藤委員長 御異議なしと認めます。 

   よって、本案は原案のとおり可決されました。 

   これより討論に入ります。 

   議案第１４号に対し、反対の方願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 討論なしと認めます。 

   よって、討論を終結いたします。 



- 7 - 

   これより議案第１４号 日高市国民健康保険条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

   本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

     （異議なし） 

ｏ加藤委員長 御異議なしと認めます。 

   よって、本案は原案のとおり可決されました。 

   これより討論に入ります。 

   議案第１５号に対し、反対の方願います。 

   田中委員。 

ｏ田中委員 議案第１５号 日高市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について反対の立場か

ら討論をいたします。 

   この案は、基礎課税額の限度額を現行の６３万円から６５万円に、後期高齢者支援金等課税額

の限度額を現行の１９万円から２０万円に改め、課税限度額の合計額を現行の９９万円から１０

２万円にしたいというもので、これにより約３２０万円の増収となり、赤字解消の一助となりま

す。しかし、平成３０年度から県が財政運営の主体となっても、なお加入者の減少、低所得化、

高齢化、重症化が進む国民健康保険財政は厳しく、課税限度額も平成３１年に８９万円から９３

万円に、令和２年に９３万円から９６万円に、令和３年度に９６万円から９９万円に、そして今

回の案は９９万円から１０２万円に引上げとなり、この４年間で実に１３万円も引き上げられる

ことになります。その間、昨年には税率改定も行われ、加入者の負担は限界を超えています。今

回の改定の影響は比較的所得の高い世帯に限られますが、それでも所得額の１割を超える保険料

というのはどう考えても高過ぎます。加入者の負担の大きさ、市の財政状況から見ても、また全

国的に見ても同様な状況であり、制度を維持し、国民の健康を守るために国がしっかりと財政責

任を負うべきであると考えます。何より、新型コロナウイルス感染症がいまだ収束せず、加えて

物価高騰が著しいこのタイミングでの改定はすべきではありません。 

   以上の理由から本議案に反対をいたします。 

ｏ加藤委員長 次に、賛成の方願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 これをもって討論を終結いたします。 

   これより議案第１５号 日高市国民健康保険税条例の一部を改正する条例を起立により採決い

たします。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

   （起立多数）  （起立６名、不起立１名） 

ｏ加藤委員長 起立多数であります。 

   よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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   次に、議案第１号 令和４年度日高市一般会計補正予算（第９号）を議題といたします。 

   初めに、健康推進部関係について説明員の出席を求めます。 

     （説明員出席）     （健康推進部長） 

ｏ加藤委員長 暫時休憩いたします。 

     休 憩  午前９時４０分 

     再 開  午前９時４１分 

ｏ加藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   これより質疑に入ります。 

   健康推進部関係について質疑を願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 質疑なしと認めます。 

   説明員の退席を求めます。 

     （説明員退席） 

ｏ加藤委員長 次に、福祉子ども部関係について説明員の出席を求めます。 

     （説明員出席）     （福祉子ども部長） 

ｏ加藤委員長 暫時休憩いたします。 

     休 憩  午前９時４１分 

     再 開  午前９時４１分 

ｏ加藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   福祉子ども部関係について質疑を願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 質疑なしと認めます。 

   説明員の退席を求めます。 

     （説明員退席） 

ｏ加藤委員長 次に、総務部関係について説明員の出席を求めます。 

     （説明員出席）     （総務部長） 

ｏ加藤委員長 暫時休憩いたします。 

     休 憩  午前９時４２分 

     再 開  午前９時４２分 

ｏ加藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   総務部関係について質疑を願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 質疑なしと認めます。 
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   説明員の退席を求めます。 

     （説明員退席） 

ｏ加藤委員長 次に、総合政策部関係について説明員の出席を求めます。 

     （説明員出席）     （総合政策部長） 

ｏ加藤委員長 暫時休憩いたします。 

     休 憩  午前９時４２分 

     再 開  午前９時４４分 

ｏ加藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   総合政策部関係について質疑を願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 質疑なしと認めます。 

   よって、質疑を終結いたします。 

   説明員の退席を求めます。 

     （説明員退席） 

ｏ加藤委員長 これより討論に入ります。 

   議案第１号に対し、反対の方願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 討論なしと認めます。 

よって、討論を終結いたします。 

   これより議案第１号 令和４年度日高市一般会計補正予算（第９号）を採決いたします。 

   本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

     （異議なし） 

ｏ加藤委員長 御異議なしと認めます。 

   よって、本案は原案のとおり可決されました。 

   次に、議案第４号 令和５年度日高市一般会計予算を議題といたします。 

   初めに、健康推進部関係について説明員の出席を求めます。 

     （説明員出席）     （健康推進部長） 

ｏ加藤委員長 暫時休憩いたします。 

     休 憩  午前９時４５分 

     再 開  午前９時４６分 

ｏ加藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   これより質疑に入ります。 

   健康推進部関係について質疑を願います。 
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   田中委員。 

ｏ田中委員 保健相談センター、お願いします。予算書の１０１ページ、こころの健康づくり事業に

ついて伺います。 

   自殺対策計画策定支援委託料が１９４万９，０００円計上されておりますけれども、計画を策

定するに当たり、自殺者の数とか動向をどのように捉えているか伺います。 

   それから、同じく１０１ページ、安心出産支援事業について、こちらは３点伺います。１点目、

産後ケア事業委託料が前年度から約５０万円減額となっておりますけれども、令和４年度の実績

と令和５年度の見込みについて伺います。 

   ２点目、１０２ページのほうになりますが、不妊治療費助成金が３６０万円ほど減額されてい

る理由を伺います。 

   ３点目、新事業である出産・子育て応援給付金の支給は、伴走型相談支援の面談と一体的に実

施するとの説明がありましたが、対面では会えない保護者ほどリスクが高いと言えます。対面で

会うことができなかった場合はどうするのか伺います。 

   次に、１０４ページ、予防接種事業について伺います。ここには、私は一般質問もさせていた

だきましたが、ＨＰＶワクチンのキャッチアップ、これキャッチアップというのは国が接種の勧

奨を中止していた間に接種の機会を逃した方の接種、大体１７歳から２６歳だと思いますが、そ

の分が含まれているのかどうか伺います。接種するかしないかは本人の判断ですけれども、副反

応の可能性など接種対象者が接種の要否を判断できるよう丁寧に説明していただきたいと思い

ますけれども、どのような対応を考えているのか伺います。 

   次に、長寿いきがい課、お願いします。予算書の８５ページ、高齢者保健・介護予防一体推進

事業について伺います。フレイル対策教室開催支援委託料１１３万８，０００円が計上されてい

ますが、どのような事業なのか、目的、内容、場所、対象者、委託先等御説明をお願いいたしま

す。 

   次に、予算書の８６ページ、公的介護施設等整備補助事業について伺います。公的介護施設等

整備補助金１，５１０万２，０００円が計上されておりますが、どのような施設なのか、補助先、

場所、規模、それから施設利用対象者等御説明をお願いいたします。 

ｏ加藤委員長 野澤保健相談センター所長。 

ｏ野澤保健相談センター所長 まず、最初のこころの健康づくり事業の自殺対策計画策定支援委託料

の関係でございますが、日高市におきます過去５年の自殺者数は、６人から１１人で推移してお

ります。現計画策定時の分析では、６０歳以上の男性の自殺者の割合が高くなっていましたが、

この５年では男女とも２０代から５０代の働く世代の自殺者が多いといった傾向を確認してい

るところでございますので、今度の計画の策定に向けて、この情報を基礎資料として活用してま

いりたいと存じます。 
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   次に、安心出産支援事業の質疑のうち、１点目の産後ケア事業の令和４年度の実績と令和５年

度の見込みでございます。産後ケア事業は令和４年度から開始をし、妊娠届出時や新生児訪問時

などで事業のチラシを配布し、利用案内を行っているところでございますが、利用実績といたし

ましては、現在のところ１件でございます。令和５年度の見込みといたしましては、３０人が各

７回利用することを想定し、予算計上をしたところでございます。引き続き妊産婦への周知に努

めてまいります。 

   続きまして、２点目の不妊治療費の助成につきましては、県の助成事業と連動して実施をして

おりますが、令和４年４月１日から治療費が保険適用となったことに伴いまして、県におきまし

ては令和４年度に限った経過措置として、治療期間の初日が令和３年度中であって、令和４年度

末までに終了した１回の治療に対して助成対象としております。県助成事業による支給決定を受

けた夫婦をその対象とする市の助成におきましても、本来であれば県と同時に終了となるところ

でございますが、治療の終了が令和４年度末となる場合など、手続上令和４年度内に市へ申請で

きないケースが数件あるものと想定し、これを救済するため市独自の経過措置を講ずるものであ

るため、減額となったものでございます。 

   次に、３点目、出産・子育て応援給付金の支給に当たっての伴走型相談支援の面談の実施につ

いて、対面で会うことができなかった場合につきまして、市としては顔の見える関係づくり、そ

れから表情を見て雰囲気を感じ取る観点から対面による面談を原則としておりますが、やむを得

ない理由により対面で会うことができない場合には郵送によるアンケートに回答していただく

ことや電話による相談など、柔軟に対応してまいります。 

   次に、３番目の予防接種事業につきまして、ＨＰＶワクチンのキャッチアップ接種の関係でご

ざいますが、キャッチアップ接種分につきましては、予防接種委託料として６０人分、合計１８

０回分を計上しているところでございます。なお、キャッチアップを含む接種の対象者へは、今

月の末を目途に予診票を同封した通知をお送りする予定でございますが、その際にはこれまでの

積極的勧奨を控えて、今回その再開に合わせて国が作成をしましたリーフレットも同封する等し

て、ワクチンの有効性や副反応に関する情報についても、適切に提供してまいりたいと考えてお

ります。 

ｏ加藤委員長 須田長寿いきがい課長。 

ｏ須田長寿いきがい課長 長寿いきがい課関係の高齢者保健・介護予防一体推進事業でございますが、

この事業は、高齢者の身体的、精神的及び社会的な特性を踏まえ、効果的かつ効率的で高齢者の

状況に応じたきめ細かな対応を行うため、高齢者に対し、個別的支援と通いの場等への積極的な

関与の２つの取組を行うものです。この事業のうちフレイル対策教室の開催は、６５歳以上の参

加を希望する高齢者を対象に、通いの場として市内６公民館を会場として、高齢者のフレイル等

の状態をチェックする測定会及び結果説明会を実施する予定です。事業には保健師、管理栄養士、
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歯科衛生士等の医療専門職が関わることとされているため、このような人員を備える機関等に委

託する予定です。 

次に、公的介護施設等整備補助事業でございますが、整備予定の施設につきましては、第８期

介護保険事業計画に基づき公募した地域密着型サービスの認知症対応型共同生活介護、いわゆる

グループホームです。介護保険の居宅サービスを提供する事業所であり、市民の利用に限定した

定員１８人が共同で生活するものでございます。場所については、高麗川駅東口付近に整備され

る予定で、その運営事業者を対象に開設準備に係る経費について補助するものです。 

ｏ加藤委員長 ほかに質疑はございませんか。 

   松尾委員。 

ｏ松尾委員 保健相談センター、お願いします。予算書の１０２ページです。２点お伺いします。 

   乳幼児支援事業なのですけれども、節１７庁用備品について、こちらの内容の御説明をお願い

いたします。 

２点目が健康づくり推進事業についてなのですけれども、健幸のまちづくりパートナー制度は

ゼロ円予算とのことで、予算書には反映されていないのですけれども、その内容について御説明

をお願いいたします。 

   以上です。 

ｏ加藤委員長 野澤保健相談センター所長。 

ｏ野澤保健相談センター所長 まず、１点目の乳幼児支援事業のうち、庁用備品の内容についての御

質疑にお答えいたします。 

   市では、３歳児健診時におきまして視力検査を実施しております。今回、国からの補助金を活

用しまして、子どもの弱視の早期発見に有効な屈折検査機及びそれに付随するプリンターのセッ

トを１５１万６，９００円分新たに購入し、３歳児健診で導入するものでございます。 

   また、現在４か月健診等で使用している高精度ベビースケールの経年劣化が進んでいるため、

これを新しいもの、金額にして９万３，５００円を新たに購入し、更新するものでございます。 

   次に、２点目、健康づくり推進事業の健幸のまちづくりパートナー制度でございますが、これ

は「健幸のまち」宣言の趣旨に沿った取組を行う個人、団体、企業などを健幸のまちづくりパー

トナーとして登録をいたしまして、個人パートナーには自らの健康づくりのほか、健康づくりの

輪を広げる取組を期待いたします。また、団体等のパートナーには「健幸のまち」宣言の趣旨普

及啓発の情報発信等の取組を期待するものでございます。 

   以上でございます。 

ｏ加藤委員長 ほかに質疑はございませんか。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 質疑を終わります。 
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   説明員の退席を求めます。 

     （説明員退席） 

ｏ加藤委員長 次に、福祉子ども部関係について説明員の出席を求めます。 

     （説明員出席）     （福祉子ども部長） 

ｏ加藤委員長 暫時休憩いたします。 

     休 憩  午前１０時００分 

     再 開  午前１０時００分 

ｏ加藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   福祉子ども部関係について質疑を願います。 

   田中委員。 

ｏ田中委員 障がい福祉課、お願いします。予算書の８２ページ、障がい福祉サービス等給付事業に

ついて伺います。事業費が前年度に比べまして１８％、２億円程度増加しておりますけれども、

その理由を伺います。 

   子育て応援課、お願いいたします。予算書９０ページ、児童福祉推進事務について伺います。

子ども・子育て支援事業計画調査委託料１９３万８，０００円、これについてなのですけれども、

こども基本法に基づくこども大綱、それから県の計画策定時期との調整はどうなさるのか伺いま

す。計画策定期間が重なると思います。この間の新しい課題、ヤングケアラーや子どもの精神疾

患、自殺念慮などについては盛り込まれるのかどうか、分かる範囲でお願いいたします。 

   予算書の９０ページ、産前産後家庭サポート事業について伺います。こちらは予算書の項目と

しては新規の事業なのかどうかです。１点目。それから、令和４年度の実績について伺います。

それから、利用者の見込数について伺います。 

   以上です。 

ｏ加藤委員長 大河原障がい福祉課長。 

ｏ大河原障がい福祉課長 御質疑にお答えいたします。 

   障がい福祉サービス等給付事業の増加した理由につきましては、障がい福祉サービス等給付費

の生活介護、共同生活援助、就労移行支援、就労継続支援Ｂ型が増加傾向であり、障がい児通所

給付費の放課後等デイサービスの増加が著しい状況でございます。これは、サービス提供事業者

の開設等によるサービスの充実等に伴い、今後もサービス利用量の増加が見込まれるためでござ

います。また、障がい福祉職員の処遇改善が行われ、３％程度の報酬改定分をサービス費で見込

んでおります。さらに、新型コロナウイルス感染症の状況がいっときに比べて落ち着いてきたこ

となどが増加した理由でございます。 

ｏ加藤委員長 清野子育て応援課長。 

ｏ清野子育て応援課長 初めに、児童福祉推進事務のうち、子ども・子育て支援事業計画についてお
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答えいたします。 

   子ども・子育て支援事業計画につきましては、こども基本法に基づくこども大綱の策定及び県

が策定する計画の進捗状況、これらを確認しながら策定してまいりたいと思います。ヤングケア

ラーなど昨今の新しい課題につきましては、国の大綱や県の計画への反映状況等も踏まえまして

対応してまいります。 

   続きまして、産前産後家庭サポート事業についてお答えいたします。産前産後家庭サポート事

業につきましては、既存の事業でございまして、令和４年度の実績は２月末時点で１人４時間分

の利用でございます。令和５年度は育児スタートサポート券の利用も含めまして１００人、２０

０時間の利用を見込んでおります。 

   以上です。 

ｏ加藤委員長 田中委員。 

ｏ田中委員 再質疑させていただきます。 

   今の産前産後家庭サポート事業についてなのですけれども、今年度の利用実績が１人なのに、

令和５年度１００人という利用を見込んでいるということなのですけれども、これは周知が相当

大変だと思うのですけれども、どのようにされるのか伺います。 

ｏ加藤委員長 清野子育て応援課長。 

ｏ清野子育て応援課長 お答えいたします。 

   令和５年度から子育て応援！育児スタートサポート券としまして、４月１日以降出生した子ど

もに対して、子ども１人当たり２時間分のサポート券をお渡しする予定でございます。これは、

第１子目から所得制限なく支援していくものでございまして、このサポート券を使った利用を一

定数見込んでおります。新たな支援サービスとなりますので、サポート券を個々にお渡しをする

ことで利用を促してまいりたいというふうに考えております。 

   以上です。 

ｏ加藤委員長 ほかに質疑はございませんか。 

   松尾委員。 

ｏ松尾委員 先に子育て応援課、お願いします。予算書９４ページの公立保育所保育運営事業なので

すが、２点お伺いします。９５ページ、下の段に行きます。節１２細節６保育所給食調理委託料

について、これ完全給食が実施されるということなのですけれども、これは保護者からの要望が

多かったということなのでしょうか。あと、主食の内容がどんなものになるのか、アレルギーへ

の対応も含めて御説明をお願いします。 

   同じく、公立保育所保育運営事業についてなのですけれども、事業費がなかなか確保、増えて

いかない印象なのですが、一時預かりについて、定期的な就労においても近隣の多くの自治体で

は利用できるようになっているのですけれども、日高市ではなかなか定期就労のお母さんは使え



- 15 - 

ないという状況です。出産を終えて赤ちゃんとの時間を大事にしながら、少しずつ仕事を立ち上

げていこうとしているお母さんにとって、預け先がないというのが今の日高の現状で、すごく厳

しいものがあると思うのですけれども、そちらは検討されているのかお伺いします。 

   続いて、障がい福祉課にお伺いします。予算書８２ページの事業でいうと前のページの障がい

者相談支援事業の節１２細節１相談支援事業委託料について、昨日の本会議での御答弁で、令和

元年度から令和３年度にかけて相談件数が１．５倍になったとの御答弁がありましたけれども、

この急な増加の背景と事業所を増設する必要性についてお伺いします。 

   以上です。 

ｏ加藤委員長 清野子育て応援課長。 

ｏ清野子育て応援課長 最初の公立保育所保育運営事業のうち完全給食の実施についてお答えいたし

ます。 

   完全給食につきましては、夏場の衛生管理面や保護者の負担軽減等を考慮しまして、主食につ

いても保育所で提供することといたしました。実施に当たって、昨年８月に保護者１５６人にア

ンケートを実施いたしまして、そのうち約８７％に当たる１３５名から回答を得ております。そ

のうち９３％に当たります１２６人が賛成という形で回答を得てございます。主食の内容でござ

いますが、アレルギーのある児童にも提供できる米飯を主に想定しておりますが、副食に合わせ

てパン食なども検討しております。その際にもアレルギーのある児童には配慮していきたいと考

えております。 

   続きまして、同じく公立保育所保育運営事業のうちの一時預かりについてお答えいたします。

一時預かり事業につきましては、公立保育所３か所と民間保育施設２か所で対応をしておりま

す。受け入れる施設数が少なく、従事する保育士の数が十分でないことから、一時的な保護者の

労働、保護者の傷病や出産などのような緊急的な理由によるもの、それから保護者の育児疲れの

解消を目的としたものに限っております。また、保護者の定期的な就労につきましては、現在、

保育所への通常入所への御案内をさせていただいておりますが、今後、保育ニーズの変化に合わ

せて、近隣の市の状況や施設の状況も踏まえまして、日数の短い定期的な就労での一時預かり事

業の受入れについても検討してまいりたいと考えております。 

   以上です。 

ｏ加藤委員長 大河原障がい福祉課長。 

ｏ大河原障がい福祉課長 １点目の相談件数が増えた背景でございますが、平成２４年に障がい者の

相談支援事業が開始されて以降、これまでどこにも相談できずにいた障がい者やその家族が気軽

に身近な場所で相談ができるようになり、その周知も図られたことにより相談件数が増加いたし

ました。具体的な相談内容といたしましては、福祉サービスを利用する目的のほか、障がい者及

び家族からの健康や不安に関する相談など多岐にわたっており、年々複雑化、高度化し、支援の
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方法も電話による相談だけではなく、自宅への訪問や病院への同行、関係機関との連携対応など

支援の領域が広くなっております。そのため、１回で終結できる相談はほとんどなく、１人の相

談に対して複数回の対応が必要となっており、１人の相談員が支援する件数も増加している状況

でございます。また、精神障がい者が毎年１００人単位で増加している中で、精神障がい者から

の相談が増えており、今後も増加する見込みでございます。 

   次の相談支援事業所を増設する必要性についてでございますが、相談件数の増加が主な理由で

ございますが、今年度まで市内の２つの事業所に委託をして行ってまいりましたが、障がい児の

相談は１事業所のみで行っているため、その対応に大変苦慮しておりました。このため、令和５

年度から新たに障がい者と障がい児に対する相談支援事業所を１か所追加し、複雑化、増加する

相談ニーズに対応するものでございます。 

ｏ加藤委員長 ほかに質疑はございませんか。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 質疑を終わります。 

   説明員の退席を求めます。 

     （説明員退席） 

ｏ加藤委員長 次に、総務部関係について説明員の出席を求めます。 

     （説明員出席）     （総務部長） 

ｏ加藤委員長 暫時休憩いたします。 

     休 憩  午前１０時１３分 

     再 開  午前１０時１７分 

ｏ加藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   総務部関係について質疑を願います。 

   田中委員。 

ｏ田中委員 総務課、お願いします。予算書の３８ページ、まちづくり基金繰入金なのですけれども、

自治体におまかせ分繰入金というのが２億２，２１４万４，０００円あります。これは、実際に

はどのような事業に使われるのか伺います。 

それから、危機管理課、２点お願いします。予算書の５９ページ、高齢者等おでかけ支援事業

について、これは令和３年度の決算でいきますと７００万円弱の実績です。令和４年度はどのぐ

らいの実績になっているのか。また、予算としては変わっていないので、使い勝手は改善されて

いるのかどうか伺います。 

６５ページ、災害対応事業のうち、研修会負担金１００万円というのが計上されていますが、

この内容について伺います。 

以上です。 
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ｏ加藤委員長 髙山総務課長。 

ｏ髙山総務課長 まちづくり基金繰入金についてお答えいたします。 

   まちづくり基金繰入金のうち、自治体におまかせ分繰入金につきましては、子ども医療費の財

源として１億２，０８２万２，０００円、区長要望対応工事の財源として道路等の維持管理工事

に８，７００万円、河川・水路整備工事に１，４３２万２，０００円をまちづくり基金から取り

崩して繰り入れる予定でございます。 

ｏ加藤委員長 堀口危機管理課長。 

ｏ堀口危機管理課長 お答えいたします。 

   高齢者等おでかけ支援事業でございますが、今年度２月末現在での実績になりますが、約６９

３万円となっております。申請者数で比較いたしますと、タクシー利用の補助申請が令和３年度

が１，１５７件、令和４年度２月末が１，１３４件、バス利用補助が令和３年度４２２件、令和

４年度２月末で４９２件となっており、バス利用補助が大幅に増加しております。これにつきま

しては、令和３年度からバス利用補助の対象に交通系ＩＣカードを追加したことにより回数券を

販売所まで買いに行かずに済むようになったことで利便性が向上したことと考えております。 

   次に、災害対応事業、研修会負担金についてお答えいたします。こちらにおきましては、災害

時の情報収集を迅速、効率的に行うため、災害用ドローンを１機導入いたします。こちらについ

ては、庁用備品のほうに５０万円計上しております。それに伴いドローンの操縦に必要な資格取

得に係るドローンスクール受講費用や研修のための費用等を研修会負担金に計上しております。 

   以上になります。 

ｏ加藤委員長 ほかに質疑はございませんか。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 質疑を終わります。 

   説明員の退席を求めます。 

     （説明員退席） 

ｏ加藤委員長 次に、選挙管理委員会関係について説明員の出席を求めます。 

     （説明員出席）     （選挙管理委員会事務局長） 

ｏ加藤委員長 暫時休憩いたします。 

     休 憩  午前１０時２１分 

     再 開  午前１０時２２分 

ｏ加藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   選挙管理委員会関係について質疑を願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 質疑なしと認めます。 
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   説明員の退席を求めます。 

     （説明員退席） 

ｏ加藤委員長 次に、監査委員関係について説明員の出席を求めます。 

     （説明員出席）     （監査委員事務局長） 

ｏ加藤委員長 暫時休憩いたします。 

     休 憩  午前１０時２２分 

     再 開  午前１０時２２分 

ｏ加藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   監査委員関係について質疑を願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 質疑なしと認めます。 

   説明員の退席を求めます。 

     （説明員退席） 

ｏ加藤委員長 次に、会計課関係について説明員の出席を求めます。 

     （説明員出席）     （会計管理者） 

ｏ加藤委員長 暫時休憩いたします。 

     休 憩  午前１０時２３分 

     再 開  午前１０時２３分 

ｏ加藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   会計課関係について質疑を願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 質疑なしと認めます。 

   説明員の退席を求めます。 

     （説明員退席） 

ｏ加藤委員長 次に、総合政策部関係について説明員の出席を求めます。 

     （説明員出席）     （総合政策部長） 

ｏ加藤委員長 暫時休憩いたします。 

     休 憩  午前１０時２３分 

     再 開  午前１０時２７分 

ｏ加藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   総合政策部関係について質疑を願います。 

   田中委員。 

ｏ田中委員 財政課にお願いいたします。予算書５７ページ、公共施設マネジメント推進事務につい
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て、跡地活用基本計画策定支援委託の内容については、昨日御答弁がありましたけれども、委託

料が１，２５９万５，０００円とちょっと高額という印象があります。その理由について伺いま

す。 

   次に、市政情報課、２点お願いします。予算書の６０ページから６１ページにかけて、ＩＣＴ

管理運営事務についてです。ペーパーレス化については、この中でどのような予算が組まれてい

るのか、具体的に教えていただけたらと思います。 

あと、予算書の６２ページ、ＤＸ推進事業について、ＤＸ推進支援委託料２，２００万円が計

上されております。この委託の内容について伺います。 

   最後に、管財課、お願いします。予算書５７ページ、庁舎等維持管理事業についてです。光熱

費が前年比２７０％増と大変増えております。全庁的な省エネ、それから節電の取組については

どのようにされているのか伺います。 

ｏ加藤委員長 滝沢財政課長。 

ｏ滝沢財政課長 お答えします。 

   １点目の跡地活用基本計画の策定委託料につきましては、日高市公共施設再編計画に基づき武

蔵台中学校、高根中学校及び高麗小学校の３校が空き施設となりますことから、学校ごとに跡地

利用の計画を策定するものでございます。他の自治体の事例ではございますが、空き施設１校に

対する同様の委託で、５００万円程度の入札結果がございます。予算につきましては、３校分の

計画策定費用として積算したものでございます。 

ｏ加藤委員長 関口市政情報課長。 

ｏ関口市政情報課長 ＩＣＴ運営管理事務のうち、ペーパーレス化についての予算についてお答えい

たします。 

   予算書の６０ページ、６１ページを御覧いただければと思います。市政情報課で所管している

予算は次の２つでございます。１つ目は、二酸化炭素排出実質ゼロを目指すゼロカーボンシティ

の実現に資するため、会議のペーパーレス化に必要なシステム及びタブレット３０台の導入費用

として、予算書６１ページの１３節、使用料及び賃借料、細節１１、ペーパーレス会議システム

利用料に計上しております。 

   ２つ目は、会議室にプロジェクターや送信機などの付随する機器を常設し、ペーパーレス会議

を迅速に開始できるようにするための予算として１７節、備品購入費、細節１、庁用備品に計上

しております。 

次に、ＤＸ推進支援委託料の内容についてお答えいたします。６２ページを御覧ください。本

業務につきましては、市が実施する事務事業について、業務量やプロセス、実施に要する人員や

時間等を可視化することにより課題を分析し、具体的な改善策を明らかにするものでございま

す。業務の委託先としましては、自治体業務の分析に精通した民間コンサルティング事業者等を
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想定しております。そこで得られた改善策を業務プロセスの効率化や効果的な組織の整備、定員

の最適化等の業務改革につなげるものとなっております。 

ｏ加藤委員長 内藤管財課長。 

ｏ内藤管財課長 庁舎等維持管理事業の御質疑にお答えいたします。 

   全庁的な省エネ、節電の取組といたしまして、市民サービスに支障を来さない範囲で、主に天

候、気温、執務室や会議室内の温度を注視しながら適切な空調の運転管理、廊下やトイレをはじ

めとした各フロアにおける照明の間引き、未使用時間帯におけるＯＡ機器の電源管理、エレベー

ターの運転台数の抑制、階段利用の促進等を行い、職員はもとより、来庁者の皆様にもその旨を

掲示板により周知を図り、御協力をいただいた上で電力使用量の抑制を行っているところでござ

います。 

ｏ加藤委員長 ほかに質疑はございませんか。 

   松尾委員。 

ｏ松尾委員 先に管財課、お願いします。予算書５８ページの公用車維持管理事務なのですけれども、

３点お伺いします。節１４細節１公用車充電設備増設工事、こちらの必要性を御説明ください。 

   ２点目が、すみません、しつこくて。昨年もＥＶのゼロカーボンや環境保全への効果について

は賛否が分かれているという立場から質疑させていただきましたけれども、来年度もさらに１台

購入ということなのですが、これは庁用自動車の買換え時期が来たので、どうせ買うならＥＶと

いうようなお考えのものと理解してよろしいでしょうか。 

   ３点目は、電気自動車がゼロカーボンに寄与するためには、充電に用いる電気を自然エネルギ

ーにする必要があると思うのですけれども、昨年もこの点について質疑させていただいたところ

では、ＣＯ２排出に考慮された発電方法の電気を使用する予定との御答弁でしたけれども、その

点は御検討されたのかお伺いいたします。 

   あと、財政課、お願いします。予算書の５７ページの、公共施設マネジメント推進事務の跡地

活用基本計画策定支援委託料についてなのですけれども、こちら内容が、昨日の本会議での質疑

では３点、ワークショップ形式の市民懇談会の運営とサウンディング調査と第三者評価委員会の

資料作成支援との御答弁でしたけれども、このワークショップは何回ぐらい開催する予定かとい

うことと、この第三者評価委員会の役割と、委員はどのような方を選出するのか、あと何回ぐら

い開催されるのかをお伺いします。 

   以上です。 

ｏ加藤委員長 内藤管財課長。 

ｏ内藤管財課長 公用車維持管理事務の質疑に順次お答えいたします。 

   最初に、公用車充電設備増設工事の必要性についてでございますが、現在、市役所の公用車に

プラグインハイブリッド車と電気自動車が各１台ございまして、各車両への給電用に充電設備が
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それぞれ設置されております。令和５年度に電気自動車を購入するべく予算計上をさせていただ

いておりますが、新規に購入する電気自動車向けに充電設備を１か所増設する必要が生じたこと

から予算計上したものでございます。 

   次に、２点目のＥＶの購入に関する質疑にお答えいたします。公用車の購入につきましては、

新たに購入後、年数が経過しているものを順次更新しておりまして、令和５年度は軽自動車２台

を新たに購入する予定でございます。うち１台はゼロカーボンシティの実現に向け、重点施策で

あります公共施設等のＣＯ２を削減する事業として電気自動車とする予定でございます。 

   次に、３点目のＣＯ２を考慮された発電方法の電気を予定することだったが、その検討につい

てでございますが、庁舎の電力について、電力小売事業者を対象に昨年競争入札に付し、供給を

受けるべく入札執行を予定しておりましたが、全事業者から入札を辞退されまして、入札自体が

取りやめとなってしまいました。このため、継続的に電力供給を受けるべく電気事業法の規定に

基づく電気最終保障供給約款による電力需給を一般送配電事業者であります東京電力パワーグ

リッド株式会社から現在受けているところでございます。現時点においても電力需給に関する環

境は非常に厳しく、ＣＯ２排出を考慮した電気の使用について、供給先であります東京電力パワ

ーグリッド株式会社に問合せいたしましたが、供給している電気につきまして、太陽光発電等Ｃ

Ｏ２排出を考慮しました発電方法によるものもありますが、具体的な発電方法別の供給量を把握

できない状況であるという回答をいただきました。このことから、発電方法別の具体的な使用量

を把握するのが困難な状況でございます。 

ｏ加藤委員長 滝沢財政課長。 

ｏ滝沢財政課長 跡地活用基本計画策定支援委託料の御質疑にお答えいたします。 

   １点目のワークショップの開催回数でございますが、延べ６回程度を見込んで積算したもので

ございます。 

２点目の第三者委員会の役割と委員でございますが、アンケート調査やワークショップでの市

民の意見が、作成した計画に反映されているのかを確認、判断していただくものであり、委員は

まだ未定でございますが、大学の先生などを想定しており、会議は２回の開催を予定しておりま

す。 

ｏ加藤委員長 ほかに質疑はございませんか。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 質疑を終わります。 

   説明員の退席を求めます。 

     （説明員退席） 

ｏ加藤委員長 次に、議会関係について説明員の出席を求めます。 

     （説明員出席）     （議会事務局長） 
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ｏ加藤委員長 暫時休憩いたします。 

     休 憩  午前１０時４１分 

     再 開  午前１０時４１分 

ｏ加藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   議会関係について質疑を願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 質疑なしと認めます。 

よって、質疑を終結いたします。 

   説明員の退席を求めます。 

     （説明員退席） 

ｏ加藤委員長 これより討論に入ります。 

   議案第４号に対し、反対の方願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 討論なしと認めます。 

   よって、討論を終結いたします。 

   これより議案第４号 令和５年度日高市一般会計予算を採決いたします。 

   本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

     （異議なし） 

ｏ加藤委員長 御異議なしと認めます。 

   よって、本案は原案のとおり可決されました。 

   次に、議案第１３号 日高市児童福祉審議会条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

   説明員の出席を求めます。 

     （説明員出席）     （福祉子ども部長） 

ｏ加藤委員長 暫時休憩いたします。 

     休 憩  午前１０時４２分 

     再 開  午前１０時４２分 

ｏ加藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   これより質疑に入ります。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 質疑なしと認めます。 

よって、質疑を終結いたします。 

   説明員の退席を求めます。 

     （説明員退席） 
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ｏ加藤委員長 これより討論に入ります。 

   議案第１３号に対し、反対の方願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 討論なしと認めます。 

   よって、討論を終結いたします。 

   これより議案第１３号 日高市児童福祉審議会条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

   本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

     （異議なし） 

ｏ加藤委員長 御異議なしと認めます。 

   よって、本案は原案のとおり可決されました。 

   次に、議案第１１号 日高市税条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

説明員の出席を求めます。 

     （説明員出席）     （総務部長） 

ｏ加藤委員長 暫時休憩いたします。 

     休 憩  午前１０時４３分 

     再 開  午前１０時４３分 

ｏ加藤委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   これより質疑に入ります。 

   山田委員。 

ｏ山田委員 議案第１１号 日高市税条例の一部を改正する条例について２点質疑いたします。 

   今回の条例を一部改正するに当たって担当課の調査研究、そして今回に至る決断についてはす

ばらしいものがあったというふうに思っております。 

そこで、まず１点目ですけれども、これまで市に寄附や連携協定を結び良好な関係を築いてき

た企業に対し、法人市民税を引き上げることが負担となり、市との関係性に影響を及ぼしかねな

いことも考えられます。そこで、市では今後このような協力的な企業に対してどのように対応し

ていくのかについて、まずお伺いをいたします。 

   ２点目です。現在、旭ケ丘地区の松の台土地区画整理事業が進められておりますが、この区画

整理事業の地権者には大手食品メーカーの法人がおりますが、現在の経済状況を踏まえると、今

回の税率の引上げがこの法人やその他企業立地にも影響を与え、土地区画整理事業の進捗にも影

響が懸念されるところであります。この点について市ではどのような対応をしていくのかについ

て考えをお伺いしたいと思います。 

ｏ加藤委員長 武藤税務課長。 

ｏ武藤税務課長 ただいまの御質疑にお答えいたします。 
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   まず、１点目の寄附や連携協定を締結している市内の法人への対応につきましては、現在、厳

しい経済状況の中ではございますが、近隣市と同じ税率改定とする点や増収となる税金につきま

しては、企業活動に資するインフラの更新、整備等の財源の一部として活用していくことを説明

し、今後も市との良好な関係性を維持するよう個別に丁寧な対応を図ってまいります。 

   次に、２点目の旭ケ丘松の台土地区画整理事業の企業立地や事業への対応につきましては、大

手食品メーカーの法人には、既に今回の税率改定が近隣市やこの法人が県内の他市にある工場の

市と同じ税率とする内容を説明し、御理解をいただいている状況でございます。また、今後の土

地区画整理事業の推進につきましては、事業課と情報共有を図り、円滑に事業が進むよう支援し

てまいります。 

ｏ加藤委員長 ほかに質疑はございませんか。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 質疑を終わります。 

これをもって質疑を終結いたします。 

   説明員の退席を求めます。 

     （説明員退席） 

ｏ加藤委員長 これより討論に入ります。 

   議案第１１号に対し、反対の方願います。 

     （な し） 

ｏ加藤委員長 討論なしと認めます。 

   よって、討論を終結いたします。 

   これより議案第１１号 日高市税条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

   本案は原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

     （異議なし） 

ｏ加藤委員長 御異議なしと認めます。 

   よって、本案は原案のとおり可決されました。 

   以上をもちまして、本委員会に付託されました議案の審査は全て終了いたしました。 

   以上で本日の委員会を散会いたします。 

   御苦労さまでした。 

     閉 会  午前１０時４８分 

                       総務福祉常任委員会 

                       委員長   加   藤   大   輔 


